青山荘　　フェイスシート

　　　　　平成19年　7月　2日　担当：山口

	入　所　者
	氏　名　　清川　厚子　　　様　　　　　男・女　　　　昭和29年　6月　12日生（53歳）

	
	住　所　〒039-1101八戸市大字尻内町河原51-3　　　　　　　電話　0178-23-3447　　

	
	病　　名
	知的障害（IQ63）
	合　併　症
	　　　　　糖尿病

	
	発症時期
	昭和29年6月（生来性）
	罹 患 期 間
	約　52年

	
	入院回数
	　　　6回　　
	延べ入院年数
	　　　　約1年6ヶ月　

	医療機関
	　青南病院　　（主治医　川端Dr　）
	外来受診日
	水曜日（週　1　回）

	医療区分
	国保（扶養）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（1級）

	経済状況
	年金
	障害基礎年金1級（8.2万円）

	
	その他
	

	障害程度区分
	　未審査

	日中活動の場
	青山荘・青南病院デイケア

	住まいの場
	　生活訓練施設　青山荘

	入所年月日
	Ｈ19年　5月　6日
	身長
	146cm
	体重
	54kg

	最終学歴
	三条中学校（普通学級）
	免許・資格
	特になし

	職　歴
	苫米地煎餅店（煎餅の生産作業一部）　　　　　　　　S46年～（3年程）

東京ドレス（クリーニング作業・ドレス製作一部）　　S49年～（4年程）

みかん工場（静岡県）（みかん缶詰仕分け作業）　　　 S53年～（3年程）
	

	保　護　者
	氏　　名　　清川　良一　　　様　　　　　　　続柄　　夫　　（同居・否）

	入所目的

「適切な食事を摂取できる」「入浴や整容を規則的に行うことができる」など、生活リズムの確立を図っていく。

	入院・治療歴

①昭和56年1月29日　　～　　昭和56年2月27日　　　入院　　　八戸赤十字病院

②平成4年5月11日　　 ～　　平成4年7月11日　　　 入院　　　八戸赤十字病院

③平成16年1月19日　　～　　平成16年4月30日　　　入院　　　青南病院

④平成17年1月19日　　～　　平成17年3月20日　　　入院　　　青南病院

⑤平成17年7月12日　　～　　平成18年2月26日　　　入院　　　青南病院

⑥平成19年1月23日　　～　　平成19年5月5日　 　　入院　　　青南病院

	

	生活歴

S29八戸市にて同胞3名の末子として出生。生来精神遅滞であり、中学校卒業後就職し、10年ほどの間、職業を転々とする。S56.1.23痔の手術の為、八戸赤十字病院へ入院するが入院時に不眠・人物誤認・希死念慮等が出現し、同月29日に精神科に転科（S56.1.29～S56.2.27）。S63現在の夫と結婚。しかし、殆ど家事を行わず、家でテレビを見たり、カラオケへ出かけたりしていた。八戸赤十字病院退院後、自宅で生活していたが、不眠・拒否・独語・排尿困難が出現し2回目の入退院を繰り返す。H16年1月、不眠・緘黙・疎通不慮で八戸赤十字病院受診するが、改善が見られず青南病院を紹介され入院となる。その後、訪問看護を利用しながら青南病院デイケアへ通所。しかし、何かと理由をつけてデイケア通所を拒否する。また、怠薬傾向にあり、特に下剤に対しての拒否があり、重度の便秘となる。外来受診時腸閉塞の危険性が高いことと、生活リズムに乱れがあることを理由にH17.7.12青南病院入院。入院加療により腹部症状は改善し、H18.2.26退院、青山荘入所となる。

青山荘入所後は忘薬が序々に改善され、服薬は確立されたものの、活動全般に対する拒否や、金銭・外出泊等の欲求の訴えが多く、欲求不満により無断外出をすることもあった。また、起床を促した職員に対しての粗暴行為が出現。主治医より注意を受けるが一時的な改善は見られるものの、その後も活動に対する拒否は続き、再度職員に対する粗暴行為・他利用者に対する攻撃的言動が出現。H19.1.23青南病院外来受診拒否するも、職員同行にて受診を行い、青南病院医療保護入院となる。

	家族構成
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

夫が保護者で、尻内町にある自宅に現在は1人で生活。仕事が休みとなる毎週日曜日に来荘され、本人に小遣い(4000円)を手渡している。来所時には、青山荘職員からその都度荘内の生活に関して情報提供を行っている。

父は20年以上前に亡くなり、母は、週2回高齢者デイサービスを利用。兄（次男）と同居している。

　




平成　19年 7月 2日（月）

	氏　名
	清川　　厚子　様
	男・女
	生年月日
	　昭和　29年　6月　12日（53歳）


	長期目標

	規則正しい生活リズムを確立し、身の回りの事（掃除・洗濯・入浴）を定期的に行う。


	これまでの経過（前回評価日　H　19　年　5月　7　日）

	　入所時に、前回入院に至った経緯を振り返ってもらうと、「スタッフと仲良くしすぎて距離が短くなった。あくまでスタッフとの関係は自分と他人なのに、友達みたいに接してたから、親しくしすぎてしまって、いたずらしてもいいやと思ったし、怒られた時は余計悲しくなった。最後には、何もかもが嫌になって、デイケアにも行けなかった。」と話している。

　

　青山荘では、入院時の生活パターンと同様に、入浴は火・木・土、洗濯は水・金・日、掃除は週1回行うことに決めて取り組んでいる。身の回りのこと全般において、声かけすると強い拒否はなく渋々行うが、職員の声かけがなければやらずにいる。日課（起床・掃除当番・食事当番）についても、掃除当番は職員の声かけで9時頃から行い、拒否がある時は職員と一緒にやりながら、デイケア通所前までに行っている。食事は糖尿食（19単位）で間食は1日200calと決めて実施。お菓子の購入は本人に任せているが、管理は職員が行っているため、食べ過ぎることはない。金銭管理は職員管理を継続。現在は、夫の誕生日（10月）に外食代を自分が出すと決め、毎月小銭を貯金して毎月1,000円を銀行に預けると自分で決めて行っている。

　デイケアは、帰荘要求や、メンバーに掃除しないことを指摘されたことをきっかけに、通所拒否も見られたが、拒否は以前ほど強くなく、渋々ではあるが、ほぼ毎日デイケア終了時間の16時まで参加している。

　夫は、前回入所時に比べて本人に対して厳しく、本人の金銭要求や外出要求にも「何でもすぐ許すと、すぐはめを外すから駄目だ」と注意し、外出については「それは主治医や職員が許可を出さないと駄目だし、とりあえず梅雨が明ける頃までは外出はだめだ」と話し、本人の要求を受け入れることはない。職員より、現在のところ、デイケア通所・身の回りのことが、職員の声かけがなくとも自分で行動できるようになった頃を目安に外出許可を検討していることを夫に伝えると、夫も了承している。

　夫が、退所時までに本人に望む生活技術を尋ねると、最低限、生活リズムが安定し、掃除・洗濯・服薬管理が自分で行え、自宅にある自分の部屋を毎日掃除出来るようになってほしいとのこと。その上で、朝食は作れなくても夕食くらいは作れるようになってもらえればと話す。金銭管理については、退所後も1週間分の小遣いを本人に渡す形にしたいと考えているとのこと。

	問題点
	介入方法
	支援期間

	金銭管理・外出制限をかけているが、制限を解除した場合、抑制がきかない場合が考えられる。
	· １ヶ月ごとに本人の生活状況を評価し、夫を含めて外出について定期的に面談を行い、外出許可やそれに伴う取り決めについて話し合っていく。

· 金銭管理について、自己管理への移行時期は未定であるが、自己管理とした場合は、1日単位または1週間単位で金銭を渡す予定としている。

· 外出を許可する際、外出許可後に身の回りのことがおろそかとなった場合には、外出を再度制限することを夫・本人・職員とで取り決める。
	　　ヶ月


プラン計画者　氏名：山口　碧
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長男（57）群馬県在住








